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昭和 63年度

農業観測の概要について

農林水産省大臣官房調査課

大川雅央

以下は， 5月30日に農林水産省が公表した「昭和63年 材料輸入価格の下落などから値下がりしており， 62年度

度農業観測」の概要をとりまとめたものである。 は，畜産用動物，建築資材等が上昇したものの，他の主

1.圏内経済 要資材は弱含みないし落ち着いて推移したことから，

62年度の圏内経済は，これまでの円高の進行等により 2.0%安となった。

外需は減少したが，個人消費，住宅投資などの国内民間 表 1 主要な農生産資材価格の動向

需要の堅調さと62年5月の「緊急経済対策」の効果等に (対前年度(同期〉騰落与〉率(%))

支えられて，全体としては順調な回復過程をたどり，拡

大局面へと移行しており，政府経済見通し (63年1月閣

議決定〉によると，実質経済成長率は3.7%程度になる

ものと見込まれている。

63年度の国内経済は，政府経済見通しにおいては，物

価の安定を基礎としつつ，内需を中心とした景気の着実

な拡大を図ることとしており， 実質経済成長率は3.8%

程度になるものと見込まれている。しかし我が国経済

は，民間活動が主体をなすものであること，また，特に

国際環境の変化には予見し難い要素が多いことから，今 63年度については，飼料穀物の国際価格は堅調に推移

後はアメリカを始めとする海外経済の動向，対米ド、ル円 するとみられ，また，原油価格は持ち直すとみられるも

相場と原油価格の動き，併せて国内の財政金融政策の動 のの，対米ドル円相場が円高傾向にあることや卸売物価

向等について注視する必要がある。 が安定的に推移するとみられていること等から，総じて

2. 農業就業人口

農業就業人口は近年減少傾向が続いてきたが，最近は

減少率が鈍化しており， 62年度は雇用情勢が改善の方向

に向う中で， 55歳以上の就農者は男女とも増加したが，

55歳未満の就農者は男女とも減少し，全体でも1.1%の

減少となった。

63年度の農業就業人口は，引き続き高齢者の流入超過

1があるとみられるものの，高齢化による引退等や雇用情

i勢の改善による労働力の流出も見込まれることから，年

度聞では 1'"'-'3%程度減少すると見込まれる。

3. 農業生産資材価格

農業生産資材の農村価格は，近年，円高による海外原

農業生産
年次
資材総合肥料飼料農業薬剤l光熱動力農機具

56{F度 3.2 6.3 3.2 3.8 6.8 2.4 

57 A 0.3 血 0.8 A 4.9 A 0.1 6.4 2.3 
58 血 0.5 A 1.4 2.3 A 1.2 A 9.0 0.9 
59 0.3 血 0.8 0.1 A 0.1 A 2.6 2.4 

60 血1.9 A 0.1 A 8.2 0.1 A 4.0 0.5 
61 A 5.2 血 5.0 A 17.8 A 0.3 A 16.1 0.3 
62(概算) A 2.0 A 6.9 A 7.5 血 2.9 血 5.4 0.1 
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5. 農産物供給

(園内農業生産〉

62年度の農業生産はp 畜産生産は

1. 4%程度増加したものの， 耕種生

産が 3.9%程度減少，繭生産が16.3

%減少したとみられることから，農

業生産総合では前年度を 2.5%程度

下回ったとみられる。

63年度の農業生産については，①

耕種生産は，作柄を平年並みとみれ

ば，麦類がかなり，花き類がややそ

れぞれ増加し野菜及び工芸農作物

が前年産並みとなり，いも類及び果

実がやや，豆類がわずかにそれぞれ

減少すると見込まれる。米について

は， r米穀の管理に関する基本計商」
によれば，生産予定量(主食用等〉

982万トンに加え他用途利用米約47

10 ? 万トン，合計 1，028万トン(前年度
12 3 1，063万トン〉の生産が見込まれて

いる。以上のことから，耕種生産総

合では2%程度減少すると見込まれる。

62年度 (4'""12月間)に輸入数量の急増した品目

図 1 肥料の農村価格(対前年同期騰落率〉
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61年度 対前年 61年度 対前年

B二S f=1 
輸入金額
同期 1 I1二111 E1 

輸入金額
同期IIrt 

比率 比率
(l]i分比)"増加率 (1万分比) 増加率

る み 91 44.7 たけのこ(缶、 lニfン詰) 27 84.2 

核，果(生鮮のみ、 10 149.0 チョコレート某ーr 33 59.8 
さくらんぼ) ピ 一 ノレ 10 72.3 
生 メロン(マクワワリ 7 52.3 〆与、 E フ i凶 7 72.7 
東半 合む)

加l
(150 Q， 以上)

そのf也の生鮮果実 60 52.6 _)・、‘F ど つ i尚 48 66.7 
車乙 (キウイフルーツ) (150 Q， 以←卜)

燥 グレーフ。フノレーツ 10 60.0 レモオ、ード等 18 304.6 

も
果汁 ;ι 紙巻たばこ 125 180.6 
まったけ 36 74.6 

調製飼料 o課税仰i 6 44.2 の

又
桐 油 51 47.0 絡が70PJ/kgをF包

lま
オレンジ油 5 66.8 えるもの、小売容

H・ 草 5 1 106.7 製器入)
力日
鶏 (生きた) 61 76.1 ベットフード 33 65.5 
ュ; (10kg以 Fの
原
豚 肉 683 45.2 

日口日 気密容~(}.入)
材
カシミヤ山羊の毛 19 102.0 

い草、七島い製品 11 113.2 

挙ト
葉たばこ 128 114.3 
(パージニア種、骨除o
葉た ばこ 15 52.7 
(その他、骨除()

象げ(粉、くず) 71120.5 
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表 3 農業生産額等の推移②繭の生産はわずかないしやや減少すると見込まれ

る。
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③ 畜産生産については，肉用牛がやや，鶏卵がわず

かにそれぞれ減少するとみられるが，生乳がやや，豚及

びブロイラーはわずかにそれぞれ増加するとみられ，全

体では 1%程度増加すると見込まれる。以上のことか

ら農業生産総合では，前年度に比べ 1%程度減少する

とみられ，米を除く農業生産総合では，ほぼ前年度並み

と見込まれる。

(農産物輸入〉

農林水産省「農林水産物輸出入の数量，価格指数」に

より農産物の輸入量をみると，近年，総じて増加傾向で

推移しているが， 62年度 (4~12月間〉は，肉類，コー
資料:農林水産省「農業・食料開述産業の経済計算」

ヒー， 飲料等が大幅に増加し 全体では 12.7%増加し 注:62年度は官房調査課で試算した。

農業生保紅i 農業純生産

実数(億PJ)
対，jij年度

実数(億1'1)
士、JIiij年度

増減率(%) 増減率(%)

55年度 116，163 A 1.6 49，790 A 13.7 

56 121，917 5.0 49，685 A 0.2 

57 121，541 ι 0.3 49，107 A 1.2 

58 124，964 2.8 48，988 A 0.2 

59 133，510 6.8 53，716 9.7 

60 132，558 A 0.7 51，390 A 4.3 

61 131，768 A 0.6 51，665 0.5 

62 125，970 A 4.4 48，283 h 6.5 

(見込み)

た。

63年度の農産物輸入量は，今後の円相場の動向等にも

よるが，需要が堅調な肉類，飲料等が引き続き増加する

とみられ，全体ではかなりの程度増加するとみられる。

6. 農産物生産者価格

62年度の農産物生産者価格は，野菜は天候が不順だっ

たこと等から16.5%上回ったが，果実がみかんの豊作か

ら9.8%下回り，畜産物も 7.5%下回ったため，農産物

総合では1.9%下落した。

63年度については，需給が総じて緩和基調で推移する

とみられることから，前年度をわずかに下回ると見込ま

れる。主要品目についてみると，① 野菜は，夏秋野菜

がほぼ前年産並み，春野菜，秋冬野菜がわずかに下回る

とみられ，全体ではわずかに下回ると見込まれる。②

果実については，みかんがかなり， りんごがやや，ぶど

う及び日本なしがわずかにそれぞれ上回るとみられ，全

体ではやや上回ると見込まれる。③ 繭は，かなりない

し大幅に上回ると見込まれる。④畜産物は，鶏卵がや

や上回るとみられるが，肉用牛及び生乳がわずかに，肉

豚及びブロイラーがかなりの程度それぞれ下回るとみら

れ，全体ではわずかないしやや下回ると見込まれる。

7. 農業生産額

農業生産額は，米の単収が史上最高となった59年度を

ピークに，以降，農産物生産者価格が横ばいないし低下

傾向にあったこと等を反映して徴減傾向にあり， 62年度

は前年度に比べ4.4%程度の減の12兆6，000億円程度にな

ったものとみられる。農業純生産(生産農業所得〉は，

生産に投下された物的経費の変動によって若干の違いは

あるが，農業生産額の動きにおおむね対応して変動して

おり， 62年度は前年度に比べ6.5%程度の減の4兆8，300

億円程度になったものとみられる。

63年度の農業生産額は，平年作を前提とすれば，農業

生産は 1%程度減少し農産物価格はわずかに下回ると

みられることからp 前年度に比べわずかに減少すると見

込まれる。農業純生産については，生産資材等の中間消

費は，農業生産資材の投入量がわず、かに減少し価格が

ほぼ前年度並みとみられることから，わず、かに減少する

と見込まれる。とのほか，固定資本減耗はほぼ前年度並

み，経常補助金は減少するとみられること等から，農業

純生産はわずかに減少すると見込まれる。

8. 海外農産物需給

1980年代に入って過剰の様相を強めながら推移してき

た世界の穀物及び、大豆需給は， 1987/88年度に入ってか

ら改善の兆しが見え始めている。

国際取引指標であるシカゴ相場は， 1987年秋頃からそ

れまでの長期低迷傾向から強含みに転じ品目により程

度の差はあるものの，小麦，とうもろこし大豆等おし

なべて前年水準を上回って推移している。

一方，世界の米需給は， 1987年6月以降，南西，東南

アジア諸国が数十年ぷりといわれる大干ばつや洪水被害

に見舞われたことから，既にひっ迫傾向で、推移してい

る。

1988/89年度については，以下のとおりである。

(1) 小麦

世界の小麦生産量は，小麦価格が堅調に推移している

こともあり，天候が順調に推移すれば前年度をやや上回

るとみられるものの，消費量を下回ると見込まれる。こ

のため，在庫量は減少するとみられ，需給改善が引き続

き進むとみられるが，在庫水準は依然高いことから，当

面需給は過剰基調で推移すると見込まれる。

(2) 飼料穀物

飼料穀物生産量は，世界の生産量の約3割を占めるア

メリカの生産がわずかに増加するとみられること，西欧

でもやや増加するとみられること，さらに昨年干ばつ被
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(3) 大豆

大豆生産量は，ブラジル，アルゼ、ンチン等で増加する

とみられることから，前年度をわずかに上回るとみら

れ，消費量もわずかに増加すると見込まれる。しかし

需給は在庫水準が低いことから引き締まり傾向で推移す

ると見込まれ，生産動向によってはひっ迫に転じる可能

性もあるとみられる。

害に見舞われたタイ，東欧で回復するとみられること等

から，わずかに増加するとみられるものの，消費量を下

回ると見込まれる。このため，在庫量は減少するとみら

れ，需給改善が引き続き進むとみられるが，在庫水準は

依然高いことから，当面需給は過剰基調で推移すると見

込まれる。

(ドワレ/t)

600 

500 

400 

300 

100 

200 

国際価格の推移一小麦，とうもろこし，米，大豆一

米(精米)
，、

"，11'''--''.'' 

一、¥ 、、、

_- ‘ 、

プ
大豆 、、、\..~、 (¥ A 

円¥いこl:;J 下、 ，、 米(J精'米/)fi tff r守一__- 、、、 .. ・‘.、

Lバf
同ι一

司、ー--- ー"'--トノ治

~ん戸~、 …ふ~h 三竺竺竺主、小麦.r-ドー¥とうもろこし
‘..園、.'

ーー--・_・ーー‘・司圃
ー‘ ‘---司ー・~喧喧動，・a曹

1987it-I 19881f 1980今三 1981年 1982年 1983年 1984年 1985年、 1986年

図 2

(ドノレ!t)

400 

300 

200 

100 

600 

500 

F
h
d
 

an-A 
nr白ロ

る

日

あ

8

て

au 

丸
口

a

a

τ

ι

，I 
国
間{
 

口

Bo
 

m

F

 

8

の

6

%

 

A
U
 

AAτ

唱

1

2

率

ロ

ム

入

。

う

H
比

t
i
 

8

飼

料

穀

物

生

産

史

上

最

高

乙

味

6

米

国

輸

出

奨

励

計

画

発

表

則

M

U

耀
米

2

金
古

'

i

b震
庁
1

・EA

o

v

ヨ
ト
り

引

ソ

連

不

作

間

ふ

6

各

う

μ

崎
川
E

(

 

ロ

同

格

A
H
V
 
U

米

国

熱

波

既

湘

6
山
内
一
明
大
幅
作
付
制
限

-
P
I
K
恥
伺

4

出

川

鮮

初

の

nJ
“
 

2

コ
T

U

カ
⑪
シ
任

。。

は
会

付

米

国

小

麦

等

作

サ

制

艮

豆

員

2

l

大

委

η
4

、日
H
J

U

し
取

引

ソ

連

不

作

こ

易

4
h
リ
皆
H

U

米
国
対
ソ
連
穀
物
禁
輸
解
除
も
国

弓
ノ
，
寸

η
4
 

2

2

ζ

タ

A
H
V

、
、

日

米

国

熱

波

交

は

む

世

界

的

な

穀

物

不

作

小

米

aaτ 

唱

E
A
n
y
u

n
L

・・丸王

米
国
対
ソ
連
小
麦
輸
出
に
輸
出

奨
励
計
画

(
E
E
P
)
適
用

東
南
ア
ジ
ア
等
で
の
干
ば
つ

共
水
米
国
対
ソ
連
小
麦
輸
出
に
輸
出

奨
励
計
画

(
E
E
P
)
適
用

小
女
生
産
史
上
最
高

米
国
コ
メ
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ロ
|
ン
適
川

米
国
新
農
業
法
成
立

米
国
対
ソ
連
殻
物
禁
輸


